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秋田県結核サーベイランス情報システムの新 Windows版の概要

高桑克子 田中貴子 成田千秋＊ 1

結核サーベイランス事業は、平成10年 1月より、「結核症の活動性分類の改定」による新 Windows版システム「結

核発生動向調査システム」で運用されている。それに伴い、これらの情報を集計・グラフ化し提供してきた秋田県版の

「結核サーベイランス情報システム (MS-DOS版）」についても、 Windows版によるシステムの改正を行うことに

なった。

システムの改正にあたっては、基本的に結核発生動向調査システムと連携する形にした。さらに、過去のデータと比

較できるように、一部従来の活動性分類によるデータも算出できるようにした。

新秋田県結核サーベイランス情報システムは、予防対策等に活用できる情報を提供するために、年齢階級別や年次推

移を表す集計表・グラフ票および発見方法別、菌情報別、職業別、治療状況別等の集計表を作成できるようにした。ま

た、システム構成は、県・保健所等でその情報を取り込み、集計表・グラフ票等の帳票を出力し、さらに既存アプリケー

ションソフトにダウンロードして加工・保存できるようにした。

キーワード：秋田県結核サーベイランス情報システム、 Windows版、結核症の活動性分類（新分類）

I はじめに

秋田県における結核サーベイランス事業は、昭和57年

より実施されており、その後、厚生省による結核・感染

症サーベイランス事業で昭和62年 1月より開始した電算

化システム、および平成4年 2月より再出発したMS-

DOS版のシステムにそれぞれ対応してきた。さらに、

県レベル・地域レベルの結核サーベイランス情報を整備

し集計・グラフ化し、保健所のオンラインを通じて提供

するために、秋田県版の「結核サーベイランス情報シス

テム (MS-DOS版） D」を開発した。これについて、

当所では平成7年11月より、結核サーベイランス事業と

ともに運用してきた。

また、厚生省のシステムが、平成8年「結核症の活動

性分類の改定」に伴い、システムの改正を図ることにな

り、 Windows版による開発が行われた。平成10年 1月

より新 Windows版システム「結核発生動向調査システ

ム2)」として再々出発し、現在に至っている。そこで、

「秋田県結核サーベイランス情報システム」についても

Windows版によるシステムの改正を行うことになった。

一方、主に平成10年（1998年）の統計に基づく 1999年

の「結核の統計い」から、わが国において、およそ40年

にわたり減少していた新登録結核患者および罹患率が平

成9年には前年に比較し増加に転じ、平成10年も引き続

き増加し、 2年連続の増加という事態になった。また、

多剤耐性結核（菌）の問題、集団感染の問題、高齢者に

• I 大曲保健所角館支所

おける結核患者の増加等、緊急に対応を図らなければい

けない重要な課題が明らかになった。こういう状況を背

景に、昨年7月「結核緊急事態宣言」が出され、秋田県

においても、最近、結核罹患率の減少傾向に鈍化傾向が

みられることなどから、抜本的な対策が求められている。

今回、システムの改正にあたっては、結核発生動向調

査システムと連携し、かつ予防対策等に活用できる情報

を提供することを目的に、仕様を作成した。この新シス

テムの概要について報告する。

II 方法

1.データ及びデータ加工

平成10年以降の秋田県における結核発生動向調査事業

による情報（月報・年報）を移行した。これに、全国デー

タ、結核管理図や人ロデータおよび結核死亡統計データ

を加えて、データベース化を図った。また、平成9年ま

でに蓄積した秋田県結核サーペイランス情報システムの

情報についてもデータベース化した。

これらを基にして、結核発生動向調査システムと同様

の活動性分類（以下、新分類とする） 4)および年齢階級

別（区分 1 とした）で分類・集計し、さらに罹患率•有

病率等を算出した。その結果から、単年・年次推移の集

計表及びグラフ等を作成するようにした。

平成10年以降の集計では、一部、新登録患者、年末登

録患者とその塗抹陽性患者等のデータについて、主な年
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図 1 システム構成（データの流れ）

籠 生 科 学 珊 賓 膏

←寸国から の還元データの査換

こ寸全国（年輻）・結核管理國データの入力

←人ロデータ・結核死亡鑢計データの入力

1働 庫錆策課サーバー
県・邑慄纏爾

こ
力 廿グ 1 鵬•疇傘閾□：

齢階級別（区分2とした）＂に患者数とその率を従来の

活動性分類（以下、旧分類とする）でも算出した。

2.システム構成（データの流れ）

システム構成については、図 1に示した。

1)データの集積（入カ・移行等）は当所で行い、月報・

年報データの集積時（月 1回程度）に、県の健康対策

課のサーバーに情報を送ることにした。

2)県・保健所等では、その情報を取り込み、開発ソフ

トを用いて集計表・グラフ等の帳票を出力し、さらに

必要に応じて、既存アプリケーションソフトにダウン

ロードして加工・保存をすることにした。

Ill 概 要

1.出力帳票メニュー及び構成

表1に示すように、メニュー構成は、月報集計メニュー、

年報集計メニュー、結核管理図メニュー、結核死亡統計

メニューおよびそれぞれのグラフメニューとした。さら

に、年報集計メニューは、結核発生動向、新登録患者、

年末登録患者とコホート情報メニューに分けた。

出力帳票からは、基礎的データを表すもの、年齢階級

,1 ①全年齢、②0~14歳、③15~29歳、④30~59歳、

⑤60歳以上、⑥70歳以上（再掲）

別データを表すもの、さらに年次推移を表すもの等を全

国・県・保健所（市町村）別の図表でみれるようにした。

帳票の地区選択は、それぞれの帳票の必要性に応じて、

自動的にあるいは地区選択ができるようにした。また、

年次推移をみる帳票等においては、運用上、当該機関

（県、保健所）や全保健所を選択した場合、全国と県の

データが同時に出力するようにした。データ蓄積最終年

が表示されるようにし、年次選択は範囲指定とした。

それぞれのメニューにおける出力帳票等の特徴は、次

のとおりであるが、各帳票の一覧は表2に示した。

1)月報集計メニュー（表2: 1 -1~1-3票）

月報の出力帳票として、新登録患者数について活動

性分類（新分類）別に月次推移 (3年間）を表す集計

表（表3)を作成し、全国・県・保健所毎（以下、地

区別とする）に出力することにした。この帳票には平

成9年以前のデータと比較できるように、非定型抗酸

菌陽性者を含む旧分類による活動性結核患者総数も表

した。次いで、年齢階級別新登録患者数について全国・

県・保健所別の月次推移（前年比）を表す集計表を作

成した。また新登録患者数の地区別による月次推移を

表すグラフ票（図 2)を作成した。
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I月報集計メニュー 1

表 1 出力帳票メニュー及び構成

新登録患者卜叶活動性分類別＊患者数

年齢階級別患者数

地区別月別推移（グラフB)

月別年次推移（一覧表A)

月別推移（前年比） （一覧表B,C) 

発生動向

新登録患者

悶悶ば'.：病者数・率「一~翌:;：□9一覧表A)
活動性分類別患者数ヒ〒斗市町村別（一覧表）
活動性分類別罹患率

性・年齢階級別
（一覧表A)

| | 
活動性分類別・年次推移
（年齢階級別，一覧表B.C) 

I年報集計メニュ―|

出

力

帳

票

メ

二

ユ

年次推移（グラフ B)

保健所別（マップ）

年移推移（一覧表B,C) 

年次推移（グラフA)

年移推移（一覧表B,C) 

年次推移（一覧表B, C) 

発見の遅れの期間別・菌情報別卜~年次推移（一覧表B, C) 
有症状肺結核患者数・割合

年末登録患者 活動性分類別登録者数巨〒斗市町村別（一覧表）
登録率
活動性分類別有病率

性・年齢階級別
（一覧表A)

・年次推移
年齢階級別，一覧表B, C) 

年次推移（一覧表C)

年次推移（グラフ B)

保健所別（マップ）

年次推移（一覧表B, C) 

コホート情報 一昨年新登録
肺結核患者

I結核管理図メニュー 1 結核管理図

年次推移（グラフA)

年次推移（一覧表C)

治療状況・画戸回□―ー□豆這9患者数・割合 （一覧表B, C} 

I結核死亡統計メニュー 1 結核死亡統計 年次推移（一覧表C)

性・年齢階級別（一覧表A)

年次推移
（グラフA)

活動性分類別＊ ：旧分類の全結核（非定型抗酸菌陽性者を含む）患者数•罹患率も表示される。

一覧表A・グラフA：全国・県・保健所の地区別に出力される。

一覧表B・グラフ B:全国・県、全国・県・当該保健所の組み合わせで出力される。

一覧表C・グラフ C:全国・県・全保健所分が自動的あるいは選択で出力される。
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表 2 出力帳票一覧

◆集計表

月報鋲計表

l -1 新登録患者数 登録時総合患者分類コート、）小欠推移、国・県・保健所別

1 -2 年齢階級別新登録患者数の月次推移（前年比） 国・県・｛尿健所別

年報如「表

結核発生動向

2 -1 結核登録者数および率、有約率、罹患半の年次柾移一ー仕齢階級、 111• ['門・保健所別

新登録患者

3 -l -l 新登録患者数 登録時総合患者分類コート、国・県・保健所・市町付別

3 -1 -2 新登録患者罹患率 登録時総合患者分類コート、国・し日・保健所・市町村別

3 -2 -1 新登録患者数 登録時総合患者分類コート、性・仕齢階級、ロ・県・保健所別

3 -2 -2 新登録患者罹患率 登録時総合患者分類コート、性・年齢階級、国・県・保健所別

3-3-1 活動性分類別新登録結核患者数の年次推移 年齢階級、国・県・保健所別

3-3-2 活動性分類別結核罹患率の年次椎移 年齢陥級、囚・児・保健所別

3 -4 -l 新登録結核患者数および陥患率の年次推移 国・県・保健所別

3-4-2 新登録肺結核患者数および罹患率の年次推移 国・県・保健所別

3-4-3 新登録塗抹陽性肺結核患者数および附患率の年次推移 国・県・保健所別

3 -5 -1 新登録結核患者数・割合・罹患率の年齢階級別年次揺移 囚・し見・保健所別

3-5-2 新登録塗末陽性肺結核患者数・割合・罹患率の年齢階級）］lj年次椛移 国・県・保健所別

3 -6 -1 発見方法別新登録結核患者数・割合の年次推移 国・県・保健所別

3-6-2 発見方法別新登録塗抹陽性肺結核患者数・割合の年次惟移 国・県・保健所別

3-7 職業・菌泊報別新登録肺結核患者数の年次椛移 囚・県・保健所別

3-8 発見の遅れの期間別新登録有症状肺結核患者数・訓合の年次柾移 歯伯報別、囚・県・保健所別

年末登録患者

4 -l -l 年末現在登録者数·一~ 年末現在総合患者分類コート、llil.庄・保健所・巾町村別

4 -1 -2 年末現在登録者有病率 年末現在総合患者分類コート、囚・県・保健所・中町村別

1 -2 -1 年末現在登録者数 年末現在総合患者分類コート、性・年齢階汲、国・県・保健所別
I 

4-2-2 年末現在登録者有恥率 年末現在総合患者分煩コート、＇「生・年囮階級、国・県・保健所別

4 -3 -1 活動性分類別結核登録者数の年次椎移 年齢階吸、国・県・保健所別

1-3-2 活動性分類別結核有柄率の年次推移 年齢隋級、国・県・保健所別

4-4-1 結核登録者数および登録率の年次批移 国・県・保健所別

1 -1 -2 活動性結核登録患者数およひ有病率の年次推移 国・県・保健所別

4 -4 -3 途抹陽性肺結核登録患者数およひ付病率の年次推移 国・県・保健所別

1 -5 -1 結核登録者数・割合・登録率の年齢陪級別年次推移 国・県・保健所別

4-5-2 活動性結核登録患者数・割合・有病率の年齢階級別年次推移 国・県・保健所別

4-5-3 塗末陽性肺結核登録患者数・割合・有病率の年齢階級別年次推移 国・県・保健所別

4 -6 結核平均有病期間と平均入院期間の年次推移 国・県・保健所別

コホート情報

5 -1 一昨年新登録肺結核患者数の治療状況別年次推移 菌情報別、コホート観察、国・県・保健所別

結核死亡統計

7 -1 結核死亡者数および死亡率の年次推移ー一国・県・保健所別

7-2 性・年齢階級別結核死亡者数および死亡率の年次推移ー一国・県・保健所別
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●グラフ票

月報グラフ票

1 -3 新登録患者数の月次椎移（前年比）

年報グラフ票

新登録患者

3 -11 保健所別にみた結核罹患率~ 【マップ】

3 ~12 地区別にみた活動性分頬別結核罹患率

3 ~13 活動性分類別結核罹患率の推移

3 -14-l 全結核罹患率の推移

3 -14-2 肺結核罹患率の椎移

3 -14-3 塗抹陽性肺結核罹患率の推移

3 -15-1 仕齢階級別全結核罹患率の推移

3 -15-2 年齢階級別塗抹陽性肺結核罹患率の推移

年末登録患者

l I 4 -l l 保健所別にみた結核登録率 【マップ】

4 -12 保健所別にみた結核有病率 【マソプ】

4 -13 地区別にみた活動性分頬別結核有病率

4 -1 4 活動性分類別結核有病率の推移

4 -15 結核登録率の推移

4 -16-1 全結核有病率の推移

4 -]6-2 塗抹［湯性肺結核有恥率の推移

4-17-1 年齢階級別全結核有病率の推移

4-17-2 年齢階級別塗抹陽性肺結核有病率の椎移

結核管理図

I 
6 -1 -1 結核管理図一全国比較一

6 -1 -2 結核管理図ー全県比校一

結核死亡統計

3 結核化亡率の椎移

月

鉗

結

結

口一
2)年報集計メニュー

(1) 結核発生動向（表 2: 2 -1梨）

結核発生動向状況が一目でわかるように、年末現

在結核登録者数、年末現在活動性結核患者数（総数、

喀痰塗抹陽性患者数）、新登録患者数（総数、喀痰

塗抹陽性患者数）とこれらの率について、全国・県・

保健所別の年次推移を表す集計表（表4)を作成し

た。この帳票は、年齢階級別（区分 2)に出力する

ようにした。

(2) 新登録患者（表 2: 3,-1 -1~3-15-2票）

基礎的なデータの出力帳票として、活動性分類別

による全国・県・保健所・市町村別の新登録患者数

および罹患率を表わす集計表を作成し、年齢階級別

（区分 2)に出力するようにした。また、活動性分

類別による年齢階級別（区分 l)の患者数およひ罹

患率を表わす集計表を地区別に出力するようにした。

年次推移をみるための出）J帳票として、活動蝕分

類別による新登録患者数および罹患率について全国・

県・保健所別に年次推移で表す集計表（表 5)を作

成し、年齢階級別（区分 2)に出力するようにした。

また、全結核、肺結核と喀痰塗抹陽性について患者

数と罹患率の年次推移を新・旧分類でみれる集計表

を作成した。

全結核と喀痰塗抹陽性における年齢階級別

（区分 1)の患者数・割合・罹患率について全国・

県・保健所別の年次推移で表す集計表（表 6)を作

成し、発見方法別による患者数・割合についても同

様の集計表を作成した。さらに、職業・菌情報別に
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表3 月報出力帳票見本（月報 1-1) 

新登録患者数—登録時総合患者分類コード、月次推移、国・県・保健所別

地区： 0 0 

活 !!II] 庄 結 紐 ＼別掲）
非抗陽（別定酸掲型性菌） llifi 結 核 拮 動 匹

肺 外 マル初喀痰塗抹陽性
その他の 菌陰性年 月

結 核総数
総数 結核菌 ． 

活動性総数 初回治療 再治療 陽 性 その他 治療中 治療中

1月
2 Fl 
3月

平 4月
5月

成 6月
7月

10 8月
9月

年 10月
11月
12月
累計

1月
2月
3月

平 4月
5 J:I 

•‘ 
成 6月

7月
11 8月

9月
年 10月

11月
12月
累計

1月
2月

平 3月． 
成 ． 
12 

． 
10月

年 11月
12月
累計

平成12年10月時点

l 活動性 l
結核患
者総数
（非定型

抗酸菌陽
l性を含む） l

’’ 

’’ 

図2 月報出力帳票見本（グラフ 1-3) 

、
J
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0
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県
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0
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0
 

保
健
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平成12年10月現在 渇。。

患
者
数
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全

0
0
0
0
0
0
 

0

0
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2,000 ~ 

1,000 

o•o 
1999年 12月 2000年 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
11月 1月

冒 00保健所
（前年）一00保健所（現在年）

ー秋田県
（現在年）

ー全国
（現在年）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
00保健所（前年） 3 5 1 4 5 8 10 6 12 4 6 8 
00保健所（現在年） 4 2 3 2 4 12 8 6 14 3 8 5 
秋田県（現在年） 26 32 28 20 38 42 36 34 39 26 30 35 
全 国（現在年） 3 210 3,090 2,890 3 100 3,600 3 900 3,720 3,600 3 950 1,800 2,400 3,180 
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表 4 年報出力帳票見本（結核発生動向 2 - 1) 

結核登録者数および率、有病率、罹患率の年次推移 年齢階級、国・県・保健所別

全国・秋田県 •00保健所 ぐ全年齢〉 平成10年～平成0年

10月］日 年末実数・率（人口10万対） 実数・字（入口10万対）
地 現在 活 動 性 喀痰塗 喀痰塗 喀投塗 喀痰塗

年
総人口 登録者数 登録率 結核 有病率 抹陽性 抹陽性

新登録
罹患率 抹 I湯性 抹西性区 患者数

（千） 患者数 患者数 有病率 患者数 罹患率

平成10年

全 平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年
国

平成10年

秋 平成11年

平成12年

田
平成13年

平成14年

平成15年
県

． 
平成10年

゜
平成11年

゜
平成12年

保
平成13年

平成14年
健 平成15年
所

表 5 年報出力帳票見本 （ 新 登 録 患 者 3-3-1, 2) 

活動性分頬別新登録結核患者数の年次推移 鉗齢階級、国・県・保健所別

全国、秋田県、 00保健所 ぐこ全年齢＞＞

地 新登 録
年

患者総数区 総数
総数

平成10年

全
平成11年

平成12年

平成13年

平成14年
国 ． 

． 
平成10年

秋 平成11年

平成12年

田 平成13年

平成14年
県 ． 

． 
平成10年

゜
平成11年

゜
平成12年

保 平成13年
健 平成14年
所 ． 

． 

活動性結核

肺結核活動性

喀痰塗抹I陽性 その地の

結核菌
初回治瓶 再治寮

陽 性

7 
I I 
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表6 年報出力帳票見本（新登録患者 3-5-1, 2) 

新登録結核患者数・割合・罹患率の年齢階級別年次推移—国・県・保健所別

全国・秋田県・ 00保健所 平成10年～平成00年 (1) 

全 国 釈 田 県 〇坪霞所

年齢階級別区分 悶魯 謂 講 ． ． 醤 謹 隅 ． ． 需靡 證 隣 ． 
嘉‘”̀̀"
0-4歳

5-9歳

全 10-14歳
15-19畿

結 20-29歳

核
30-39歳
40-49歳

患

｀ 
者

数

| 

四 函

0-4 

年
5-9 
10-

齢 15-

階 20-
30-

級

別

割

A t 

（％） ， 

I 
上

罹患閃 ―゚・4歳

墨＇
図3 年報出力帳票見本（グラフ 3 -12) 

地区別にみた活動性分類別結核罹患率
（人口／10万） 平成10年 (1998年）
120,-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

100 (・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1□全結核患者

罹
80 ~········································································································································································1 冒肺結核患者

■菌陽性患者
患 60卜.......................................................................................................................................................................I■喀痰塗抹患者

率l........................................................................................................................................................................~ 40 ~..................................................................................................................................................................................... 

゜全国秋 田 秋 田 市 大 館 鷹 巣 能代秋田中央本荘大曲横手湯沢
保健所 保健所 保健所 保健所 保健所 保健所 保健所 保健所 保健所

全 国 I秋 田 1馨温嘉I資 健 靡I喜 健爵I糠 健 蘭Iほ閲t器I森 健 藷

全結核患者 32.4 25.9 32.2 30.7 28.4 27.9 27.8 29.3 

肺結核患者 25.1 20.1 26,6 22.5 22.0 24.1 23.6 21.9 

菌陽性患者 12.5 11.7 18.2 11.4 13.2 10.6 10.4 10.8 

喀痰塗抹患者 8.7 7.7 15.2 9.4 5.2 6.7 6.4 7.8 

-76-

大保健所曲 横保健手所 保湯健沢所

28.0 27.9 25.9 

21.2 19.7 16.2 

10.0 10.2 11.0 

5.0 8.2 6.8 



図4

（人口／10万）
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年報出力帳票見本（グラフ
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表7 年報出力帳票見本（年末現在登録患者 4-3.... 1, 2) 

活動性分類別結核登録患者数の年次推移~国・県・保健所別

全国、秋田県、 00保健所 ＜全年齢＞ 平成10年末～平成17年末

活 動 性 結 核

地 登録者 肺結核活動性
活動性

豆緑時喀痰塗抹陽性 登録時登録時
年

結核 その他

総数
総数

総数初回 再治療 の結核区
総数 治療

菌陽性

平成10年

全平成11年
平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

国平成16年

平成17年

平成10年

秋 平成11年

平成12年

田
平成13年

平成14年

平成15年

県 平成16年

平成17年

平成10年

秋 平成11年

田平成12年

市平成13年

保平成14年

健平成15年

所平成16年

平成17年

よる肺結核患者数および発見の遅れの期間別による

有症状肺結核患者数とその割合について菌情報別に

全国・県・保健所別の年次推移を表す集計表を作成

した。

グラフ票としては、保健所別による活動分類別罹

患率グラフ（図 3)、地区別による結核罹患率の年

次推移グラフ（図4)および全結核と喀痰塗抹陽性

における年齢階級別の結核罹患率の年次推移グラフ

を作成した。また、秋田県の保健所別による罹患率

の地図グラフ（図 5)を作成した。

(3) 年末登録患者（表2:4-1-1~4 -17-2票）

年末登録患者に関する出力帳票として、基礎的な

データ、年次推移（表 7)及び年齢階級別をみるた

めのものは、新登録患者とほぼ同様の様式とし、登

録率・有病率に関する集計表を作成した。さらに、

平均有病期間と入院期間について各保健所別による

年次推移を表す集計表を作成した。

グラフ票についても新登録患者とほぼ同様の様式

であるが、地区別の年次推移と地図グラフについて

は、登録率と有病率に関するものを作成した。

(4) コホート情報（表 2: 5 -1票）

新しく結核発生動向調査システムに、一定期間内

の新登録患者の治療状況や菌所見の変化をみるため

のコホート調査情報が組み込まれた。このコホート

菌陰性

その他

（別掲） （別掲）
年末登録

肺 外
不活動 活動性

者総数'
マル初 非定型

（非定型
結核 抗酸菌

抗酸菌陽
性結核 不明 陽性

性を含む）活動性
治療中観察中 治療中観察中

情報を表す帳票として、治療状況別による一昨年新

登録肺結核患者数とその割合について、菌情報別に

全国・県・保健所別の年次推移を表す集計表を作成

した。

3)結核管理図メニュー（表2:6-1-1, 2票）

毎年、国より出される指標値を基にした県・保健所

毎の結核管理図を作成した。この様式は、以前のシス

テムと同様にした。

4)結核死亡統計メニュー（表 2: 7 -1~7-3票）

出力帳票として、全国・県・各保健所別の結核死亡

者数と死亡率の年次推移を表す集計表、および性・年

齢階級別の結核死亡者数と死亡率の年次推移を表す集

計表（地区別出力）を作成した。グラフ票として地区

別による結核死亡率グラフを作成した。

2.システムの特徴

Windows版による秋田県結核サーベイランス情報シ

ステムの特徴は、次のとおりである。

1)新活動性分類に基づき、結核発生動向調査システム

と連携する形とし、全国データ等と比較できるように

した。

2)基礎的データ（活動性分類別、性・年齢階級別患者

数）の一元化を図った。

3)過去のデータをデータベース化し、年次推移で比較

できるように、平成10年以降のデータについても旧分
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類による全結核患者数や塗抹陽性患者数およびその率

を算出できるようにした。

4)予防対策等に活用できるように、発見方法別、菌情

報別、職業別、治療状況別等の状況を把握できくさら

に、若年層や高齢者の対策のために年齢階級別の年次

推移をみれるようにした。

5)情報は、出力帳票の他に、県・保健所等で保存・加

工ができるようにした。
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